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消防出初式消防出初式
　
一
月
十
四
日

㈰
、
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ン

ド
で
、
新
春
を
飾
る
恒
例
の
平
成
十
九
年

勝
浦
町
消
防
出
初
式
が
勇
壮
か
つ
厳
粛
に

開
催
さ
れ
、
長
き
に
わ
た
り
消
防
活
動
に

貢
献
さ
れ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
星
谷
橋
下
流
河
川
敷
に

お
い
て
十
分
団
の
一
斉
の
放
水
訓
練
が
行

わ
れ
澄
み
き
っ
た
青
空
に
放
水
に
よ
る
綺

麗
な
虹
が
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　
消
防
の
使
命
で
あ
る
町
民
の
生
命
と
財

産
を
災
害
等
か
ら
守
り
、
安
心
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
消
防
活
動
を
お
願
い
し

ま
す
。
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２月13日 ㈫

　10：00～　ひな人形供養

２月18日 ㈰

　10：00～　オープニングセレモニー
　10：30～　奉納の舞
　10：50～　コーラス「やまぼうし」　
　11：00～　阿波踊り「やっこ連」 
　13：30～　三味線演奏「朝啄会」 　

２月24日 ㈯

　11：00～　チァダンス「勝浦高校」
　13：30～　民謡・三味線「勝浦藤本社中」
　
２月25日 ㈰

　13：30～　田口バレエ
　　　　　　　スプリングコンサート

３月３日 ㈯

　10：30～　集合！初節句
　　　　　　「パッチリ記念写真」
　13：30～　お手玉演舞
　　　　　　「こども教室発表会」

３月４日 ㈰

　13：30～　人形浄瑠璃特別公演「勝浦座」

３月10日 ㈯

　11：00～　人形浄瑠璃特別公演「駒三座」
　13：30～　琴古流尺八演奏「美風会」

３月11日 ㈰

　11：00～　マジックショー
　13：30～　「板野少年少女合唱団」

３月12日 ㈪

　13：00～　ＪＲＴ四国放送
　　　　　　「カラオケ大賞」

３月17日 ㈯

　13：30～　お手玉演舞「競技会」

３月18日 ㈰

　13：30～　大正琴演奏「琴の葉会」

３月21日 ㈬

　15：00～　阿波踊り「よあかし連」
　16：00～　フィナーレ

　
寒
風
吹
く
勝
浦
の
路
沿
い

に
、
桃
や
桜
の
花
が
﹁
パ
ッ

ト
咲
い
た
﹂
よ
う
に
、
ピ
ン

ク
の
旗
が
立
ち
並
び
、
春
の

風
を
呼
び
込
む
季
節
を
迎
え

ま
し
た
。

﹁
第
十
九
回
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭

り
﹂
の
開
催
に
向
け
て
、
実

行
委
員
会
で
は
着
々
と
準
備

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

◆
ひ
な
供
養
人
形
受
付

　
２
月
２
日

㈮
〜
４
日
㈰

　
家
庭
で
飾
ら
な
く
な
っ
た
り
、
古
く

な
っ
た
ひ
な
人
形
を
引
き
取
り
供
養
い

た
し
ま
す
。
供
養
し
た
ひ
な
人
形
は
、

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
に
飾
っ
た
り
、
文
化

交
流
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

時
　
間　
午
前
九
時
〜
午
後
四
時

会
　
場　
人
形
文
化
交
流
館

供
養
料
　
五
、〇
〇
〇
円

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

　
　
　
　
　
　
参
加
と
協
力
を

　
ひ
な
祭
り
の
準
備
に
は
、
多
く
の
人

手
を
要
し
、
毎
回
五
〇
〇
人
を
超
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
十
八
日
の
開
幕
に
向
け
て
、

会
場
で
人
形
の
飾
り
付
け
、
会
場
設
営
・

整
備
な
ど
毎
日
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
一
人

で
も
多
く
の
参
加
と
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　
勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
実
行
委
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４
２
︶３
３
０
０

期　間　２月18日㈰〜３月21日㈬まで

会　場　人形文化交流館

入場料　大　人　３００円

　　　　団　体　２００円（10人以上)

　　　　小学生　１００円 
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▲着々と準備が進む人形文化交流館



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
︿
花
・
ピ
ラ
﹀
と
︿
今
山
農
村
舞
台
﹀
で
参
加
し
ま
す
　
　
　
　
　

4

屋　内
運動場

（体育館）

夜間照明

施　　設

　勝浦町では地方交付税の削減など将来の厳しい自治体運営を懸念し、平成16年度から行政改革推進プラン

にそって人件費の削減や経費の節減などの実施計画を着実に進めてまいりました。
       

　その行政改革の実施項目のひとつとして、公共施設等利用者負担の適正化について関係団体と協議し、検討

を重ねた結果、次の公共施設等について使用料金を改定し、町民の皆さんにご負担いただくこととなりました。

　現在、多くの自治体が直面している厳しい財政状況をご理解いただき、町行財政運営にご協力くださいます

ようお願いします。
       

　今回の改定の主な内容は、次のとおりとなっています。
       

室等名称

大ホール（３階）

和室（２階）

小和室（２階）

調理室（２階）

研修室（１階）

使用単位

１時間

１時間

１時間

１時間

１時間

使用料（円）

３７０

２６０

２５０

４７０

２５０

室等名称

多目的ホール

実習室

会議室

その他の室

加工品・器具

ジャム・ジュース

製粉

レトルト

回転釜

真空包装機

足踏シーラー

フィニッシャー

蒸器

使用単位

１時間

１時間

１時間

１時間

使用単位

１ 釜

１ ㎏

１時間

１時間

１０袋

１時間

１時間

１時間

使用料（円）

１，１８０

　　１６０

３２０

１６０

使用料（円）

１，５７０

６０

３９０

２８０

７０

１００

３００

２００

室等名称

生活研修室

手づくり加工室

加工品・器具

みそ

こうじ

ジャム・ジュース

製粉

もち

ミンチ製造機

レトルト

回転釜

真空包装機

足踏シーラー

フィニッシャー

蒸器

洗濯機

使用単位

１時間

１時間

使用単位

大豆1㎏

こうじ1㎏

１ 釜

１ ㎏

１.5㎏

１時間

１時間

１時間

１ 0 袋

１時間

１時間

１時間

１ 回

使用料（円）

３２０

１６０

使用料（円）

１００

１２０

１，５７０

６０

１５０

１８０

３９０

２８０

７０

１００

３００

２００

７７０

住民福祉センター
（使用時間：午前９時〜午後10時）
 

農村環境改善センター
（使用時間：午前８時30分〜午後10時）

農村婦人の家
（使用時間：午前８時30分〜午後10時）

区　　分

バレーボールコート（1面）

バレーボールコート（2面）

使用単位

１時間

１時間

使用料（円）

３００

６００

バスケットボールコート １時間 ６００

社会体育館
（使用時間：午前８時30分〜午後10時）

①
利用時間の計算
   

　 ア　１時間未満の使用時間は１時間とします。
   

　 イ　準備時間や整理時間も使用時間に含まれます。
   

②
使用料金の割増
   

　 ア　町民以外が利用する場合　→
  各料金の1.5倍


　 イ　入場料等を徴収する場合　→
  各料金の２倍


　 ウ　営利もしくは営業が目的の場合→
  各料金の２倍


③
冷暖房施設を使用した場合
   

 　各室とも１時間当たり　　120円を加算
   

 　ただし、次の施設の室は別料金となります。
   

 　住民福祉センター 研修室　30円／時間を加算
   

 　農村環境改善センター 多目的ホール　使用料を２倍増
   

　社会教育のひとつと

して開放している各小

中学校の体育館や夜間

照明施設も同様に使用

料を徴収します。

使用時間

　午後８時〜午後10時

各施設共通条件

※問い合わせ　勝浦町福祉課 ☎（42)1502  

※問い合わせ　勝浦町産業建設課 ☎（42)1505  

※問い合わせ　勝浦町産業建設課 ☎（42)1505  

※問い合わせ　勝浦町教育委員会　☎（42）2515 

※問い合わせ　勝浦町教育委員会　☎（42）2515 

生比奈小学校（１面）

横瀬小学校

勝浦中学校（１面）

生比奈小学校

横瀬小学校

勝浦中学校

使用単位

１時間

１時間

１時間

１時間

１時間

１時間

使用料（円）

３００

３００

３００

３００

３００

７００

　施　　設　　（学校名）


スポーツ振興のため
開放している
学校施設も新たに
料金徴収します

スポーツ振興のため
開放している
学校施設も新たに
料金徴収します

平成19年４月から勝浦町営公共施設等の使用料金を改定します平成19年４月から勝浦町営公共施設等の使用料金を改定します平成19年４月から勝浦町営公共施設等の使用料金を改定します平成19年４月から勝浦町営公共施設等の使用料金を改定します

住民福祉センターの写真
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地域のみんなで取り組もう！地域のみんなで取り組もう！地域のみんなで取り組もう！地域のみんなで取り組もう！〜農地・水・環境保全
　　向上対策のあらまし〜
〜農地・水・環境保全
　　向上対策のあらまし〜

新しい制度が始まります

 ○ いま、全国の集落で高齢化や混住化が進行

して、農地や農業用水などの資源を守る地

域の「まとまり」が弱まっています。

 ○ 国民の環境への関心が高まる中で、良好な

農村環境の形成や環境を重視した農業生産

への取組が求められています。

そこで平成19年度から

農地・水・環境の良好な保全と質的向

上を図る地域共同の取組を支援します。

農地・水・環境保全向上対策 で
す
。

〔注〕
 ○ この事業は平成19年度から

５ヶ年間実施されますが、
当初に申請しておかなけれ
ば途中からの申請は受け付
けられません。

 ○ この事業に申請希望される
組織の方や、詳細な説明を
希望される方は２月６日

　午後１時から役場で説明会
を開催しますので、ご参加
ください。

まず、農業者だけでなく地域住民など

が参加する活動組織を作ります。

活動組織と規約の作成

現状維持にとどまらず、改善や質の向

上を図る活動計画を作ります。

活動計画の作成

市町村と協定を結び、地域協議会に申

請します。　　　　　　　  協定の締結

活動組織が活動する区域の農地面積に

応じて支援（基礎支援）が受けられます。

　　　　　　　　　　　   交付金の交付

�

�

�

�

4,400円/10a

2,800円/10a

水田

畑

基礎支援の水準
（10a当たりの上限単価）

支援される対象農地は、中山間地
域等直接支払事業に該当しない平
地の農地であって、農業振興地域
内の農用地区域に限られます。

※国と地方自治体の支援の
　合計金額

  ○  申込み・問い合せ先　

　　勝浦町産業建設課  農業振興係　☎（42）1505

　
中
角
区
の
ご
み
処
理
に
関
す
る
活
動
が
さ
ら
に

進
化
し
ま
し
た
Ί


ご
み
フ
炻
ン
ス
ま
で
見
に
来
て

の
電
話
に
Ὶ

行
ℕ
て
み
る
と
四
Ό
五
人
の
方
が
作
業
中
Ί

　
ご
み
置
場
が
ミ
ニ
公
園
の
よ
う
に
な
ℕ
て
い
ま
す
Ί

　
福
井
区
長
の
話
に
よ
る
と
Ὶ


松
浦
前
区
長
が
ご
み
処
理
に
力
を
入
れ
て
取
り

組
ま
れ
た
の
で
Ὶ
引
き
継
い
で
い
こ
う
と
思
ℕ
て
Ὶ

呼
び
か
け
ま
し
た
Ί
ご
み
置
場
は
Ὶ
汚
く
し
て
る

と
不
法
投
棄
も
増
え
Ὶ
ど
ん
ど
ん
汚
く
な
る
が
Ὶ

き
れ
い
に
し
て
る
と
ゴ
ミ
を
持
ℕ
て
き
て
も
気
持

ち
が
い
い
し
ね
Ί
そ
れ
に
Ὶ
手
作
り
や
か
ら
ね
Ί

皆
が
気
持
ち
よ
う
出
役
し
て
く
れ
て
Ὶ
い
い
も
の

が
で
き
ま
し
た

と
Ὶ
い
う
こ
と
で
し
た
Ί

　
中
角
区
で
は
Ὶ
住
民
が
当
番
で
ご
み
ス
テ
ῴ
シ

奣
ン
を
清
掃
し
て
い
ま
す
Ί
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ῴ

ル
缶
の
回
収
も
区
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
Ί
住
民

み
ん
な
が
モ
ラ
ル
を
守
ら
な
い
と
Ὶ
美
し
さ
は
保

て
ま
せ
ん
Ί

　
中
角
区
で
は
ご
み
処
理
を
切
り
口
に
し
た
Ὶ
地

域
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
Ί

中角区の取組み中角区の取組み part2part2

ここは公園？……

それが
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劇
団
か
っ
ぱ
座

劇
団
か
っ
ぱ
座　

〜
お
と
ぼ
け
キ
ッ
ズ
の
友
情
事
件
簿
〜

〜
お
と
ぼ
け
キ
ッ
ズ
の
友
情
事
件
簿
〜

　　2007 勝浦町人権フェスティバルのご案内

劇
団
か
っ
ぱ
座　

劇
団
か
っ
ぱ
座　

〜
お
と
ぼ
け
キ
ッ
ズ
の
友
情
事
件
簿
〜

前  

川  

裕  

美　

〜
夢
見
る
力
を
信
じ
て
お
話
と
ピ
ア
ノ
の
引
き
語
り
〜

〜
夢
見
る
力
を
信
じ
て
お
話
と
ピ
ア
ノ
の
引
き
語
り
〜

前  

川  

裕  

美　

前  

川  

裕  

美　

〜
夢
見
る
力
を
信
じ
て
お
話
と
ピ
ア
ノ
の
引
き
語
り
〜

　
劇
団
﹁
か
っ
ぱ
座
﹂
お
よ
び
前
川
裕
美
さ

ん
の
講
演
会
な
ど
の
催
し
物
を
中
心
に
、
人

権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
、
会
場
に
は
勝
浦
町
小
中
学
生
が
描

い
た
人
権
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
、
盲
導
犬
に

ふ
れ
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
い
じ
め
問
題
を

中
心
に
、
﹁
命
﹂
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

日
　
時　

二
月
十
四
日
㈬

場
　
所　
勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
命
に
つ
い
て

 

〜
い
じ
め
問
題
〜

講
演
時
間

　
午
前
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

　
　
﹁
劇
団
か
っ
ぱ
座
﹂

　
　
　
お
と
ぼ
け
キ
ッ
ズ
の
友
情
事
件
簿

　
　
　
歌
の
お
ね
え
さ
ん
と
み
ん
な
の
輪

　
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時

　
　
　
前
川
裕
美
さ
ん

　
　
　
夢
見
る
力
を
信
じ
て

　
　
　
〜
お
話
と
ピ
ア
ノ
の
引
き
語
り
〜

入
場
料　
無
　
料

主
　
催　
勝
浦
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
☎︵
４
２
︶２
５
１
５

　
　
　
　
勝
浦
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

劇団「かっぱ座」

1968年創立。

2004年、NHK紅白歌合戦出

場。NHK教育テレビ「つく

ってワクワク」「ストレッ

チマン」「つくってあそぼ」

に出演

前 川 裕 美 さん

1978年生まれ。３歳で音楽と出会い、６歳で作

曲を始める。小学校５年の時に進行性の弱視「網

膜色素変性症」と診断される。視力を失っていく

中にあっても、音楽家になる夢を目指して学び続

ける。

「必ず夢は叶う」と信じ、一貫して大好きな音楽

の道に邁進し、高等学校音楽科を卒業。

　阪神淡路大震災で自宅全壊に遭い、避難所・仮

設住宅でも歌い続ける。

　その後、1997年単身アメリカに渡り、ボスト

ンのバークリー音楽大学で６年間学び帰国。

　視力低下と視野がどんどん狭くなる「網膜症色素変性症」と診断されたのは、小学５年

の時。「今振り返ってみれば、看板にぶつかったり球技ができなかったのは、鈍いのでは

なく視野が他の人半分以下しかなかったからなんです。でも当時はことの深刻さがまだ理

解できていませんでした。」大好きな音楽を続けたくて必死に勉強し、高校に音楽科があ

る私立中学校に合格。ところが病気への理解が得られず、「体育の見学はずるい」「どん

くさい」とキツイ言葉や嫌がらせを受けることもありました。

テーマ

「友情・いじめ」

テーマ「夢見る力を信じて」
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まちかど散歩みち machikado sanpomichi

　１月21日（日）、星谷運動公園において
勝浦郡内のスポーツ少年団駅伝が、男子15
チーム・女子７チーム（ともにオープン参
加を含む）の参加により開催されました。
　選手たちは、たくさんの声援の中、力い
っぱい走りました。

高 井 朋 也

勝 本 龍 登

市 川 貴 雄

木 原 直 人

戸 田 真 資

岡 本 隆 宏

中 山 健 太

大 西 龍 成

竹 村 哲 郎

松 浦 匠 真

勝 本 鷹 幸

中村健太郎

山 平 秀 和

河 野 圭 亮

引 地 拓 也

大 平 　 澪

多田慎太郎

3分50秒

3分54秒

4分03秒

4分05秒

4分07秒

4分07秒

4分10秒

4分14秒

4分16秒

4分16秒

4分21秒

4分22秒

4分24秒

4分25秒

4分25秒

4分27秒

4分27秒

（勝浦キッズミニバスＡ）

（生比奈少年野球クラブＡ）

（勝浦タイガースＡ）

（勝浦タイガースＡ）

（勝浦タイガースＡ）

（勝浦タイガースＡ）

（生比奈少年野球クラブＡ）

（生比奈少年野球クラブＡ）

（ＦＣクレイン）

（生比奈少年野球クラブＡ）

（生比奈少年野球クラブＡ）

（ＦＣクレイン）

（勝浦タイガースＡ）

（生比奈少年野球クラブＡ）

（生比奈少年野球クラブＢ）

（勝浦タイガースＡ）

（勝浦キッズミニバスＡ）

清 水 弥 生

中村莉央成

野 崎 奈 々

板垣　千咲

大 本 彩 夏

宮 本 　 茜

花 房 真 弥

宮本奈留美

豊井　麻美

多田有佳里

4分00秒

4分06秒

4分09秒

4分20秒

4分22秒

4分24秒

4分27秒

4分29秒

4分29秒

4分29秒

（勝浦キッズミニバスＡ）

（生比奈クラブＡ）

（勝浦キッズミニバスＡ）

（勝浦ＪＶＣＡ）

（勝浦ＪＶＣＡ）

（勝浦キッズミニバスＡ）

（勝浦キッズミニバスＡ）

（勝浦ＪＶＣＢ）

（勝浦ＪＶＣＡ）

（勝浦キッズミニバスＡ）

１位　勝浦タイガースＡ

２位　生比奈
　　　少年野球クラブＡ

３位　ＦＣ上勝

１位　勝浦キッズ
　　　　ミニバスＡ

２位　勝浦ＪＶＣＡ

３位　生比奈クラブＡ

第21回 スポーツ少年団駅伝大会第21回 スポーツ少年団駅伝大会

個人表彰（町内のみ）

個人表彰（町内のみ）

女　子

男　子

　新春の阿波路を駆け抜ける徳島駅伝が、1月4日

から6日までの3日間行われました。

　県内市町村合併により、他のチーム状況が変わ

るなか、勝浦郡チームは一つでも上の順位を目標

に臨みました。

　結果は14年連続の総合12位に終わりましたが、

選手は熱い戦いを繰り広げました。

　今大会に際しましてご尽力くださいました後援

会の皆さんをはじめ、沿道各所でご声援ください

ました町民の皆さんに厚くお礼を申し上げます。

　今大会において大会長から町内の次の選手役員

が表彰を受けました。（敬称略　順不同）

徳 島 駅 伝徳 島 駅 伝第53回

　また、勝浦郡陸上競技協会後援会長から次の町内

選手に各賞が贈られました。（敬称略　順不同）

勝浦郡最優秀選手賞　宮 本 一 也

勝浦郡優秀選手賞　　藤 木 浩 史　木 原 佑 介

　　　　　　　　　　粟飯原笑哉　　

勝浦郡新人選手賞　　瀧 花 美 咲　湯 浅 　 幸

躍　進　賞　　

　　勝浦郡チーム

永年出場競技者賞

　　　木 原 佑 介
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は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
二
月
行
事

　
子
育
て
サ
ー
ク
ル
﹁
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
﹂

の
二
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
た
い
と
お

も
い
ま
す
の
で
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

　
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も
子

供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　
一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

　
日
　
時　
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
午
前
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

対
象
者　
〇
〜
五
歳
児
︵
家
庭
で
保
育
さ
れ

　
　
　
　
て
い
る
子
供
と
保
護
者
︶
並
び
に

　
　
　
　
妊
婦
さ
ん

二
月
行
事

・
六
日
㈫　
　
牛
乳
パ
ッ
ク
で
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
　

＊
牛
乳
パ
ッ
ク
の
あ
る
人
は

　
　
　
　
　
　
　
持
参
し
て
く
だ
さ
い

・
十
三
日
㈫　
ひ
な
人
形
づ
く
り

・
二
十
日
㈫　
ひ
な
人
形
づ
く
り
と
飾
り
つ
け

・
二
十
七
日
㈫　
ひ
な
祭
り
パ
ー
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
申
込
不
要

)

　
　
　
　
　
　

＊
ひ
な
祭
り
に
ぴ
っ
た
り
の

　
　
　
　
　
　
　
巻
き
ず
し
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
十
六
日

③
今
年
初
め
て
の
サ
ー
ク
ル
活
動

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
節
分
の
準
備
を
し

ま
し
た
。
画
用
紙
や
毛
糸
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
な
ど
を
使
っ
て
、
お
に
の
お
面
を
作
り
子

供
た
ち
と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　
こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
　
☎︵
４
４
︶２
０
２
６

保
育
所
臨
時
保
育
士
募
集

　
保
育
所
の
臨
時
保
育
士
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
二
月
一
日

⑤
〜
随
時

職
　
　
種　
保
育
士

募
集
人
員　
若
干
名

勤
務
場
所　
生
比
奈
保
育
所
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
瀬
保
育
所

勤
務
時
間　
午
前
八
時
三
十
分
〜

　
　
　
　
　
午
後
五
時
十
五
分

　
　
　
　
　︵
早
出
遅
出
勤
務
あ
り

)

雇
用
期
間　
平
成
十
九
年
四
月
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
年
三
月

提
出
書
類　
履
歴
書
︵
市
販
の
も
の
︶
と
　

　
　
　
　
　
保
育
士
免
許
の
コ
ピ
ー

提
出
・
問
い
合
わ
せ

　
　
勝
浦
町
福
祉
課
　
☎︵
４
２
︶２
５
５
１

﹁
き
き
酒
会
﹂参
加
者
募
集
！

日
　
時　
四
月
十
二
日

⑤

　
　
　
　
午
後
三
時
三
〇
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
六
時
十
五
分

場
　
所　
阿
波
観
光
ホ
テ
ル

︵
徳
島
市
一
番
町
︶

募
集
期
限　
三
月
十
五
日

⑤

募
集
定
員　
一
〇
〇
人
︵
応
募
者
多
数
の
場
合

　
　
　
　
は
抽
選
で
参
加
者
を
決
定
︶

参
加
資
格　
二
十
歳
以
上
の
方

応
募
先　
〒
七
六
〇
︱
〇
〇
一
八

　
　
　
　
高
松
市
天
神
前
二
番
一
〇
号

　
　
　
　
高
松
国
税
局
　
酒
類
業
担
当
官

問
合
せ　
高
松
国
税
局
　
酒
類
業
担
当
官

　
　
　
　
☎
０
８
７
︵
８
３
１
︶
３
１
１
１
　

　
　
　
　
　
内
線
４
５
３

　   

募
　
集

一
月 

は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
活
動
報
告

お
面
作
り
を
す
る
子
供
た
ち

▲

情 報 ア ラ カ ル ト

勝

浦

病

院
だ

よ

り

　
毎
月
行
っ
て
い
る
糖
尿
病
教
室
、

二
月
は
次
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
糖
尿
病
に
つ
い
て
の
基
礎
知

識
や
食
事
・
薬
な
ど
わ
か
り
や
す

く
説
明
を
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

２月の予定（いずれも火曜日）

日 担　　当 内　　容

６日

13日

20日

27日 亀山看護師長

正瑞薬剤師

坂口栄養士

平賀院長 糖尿病について

食事について

薬について

一般生活と運動

場
　
所　
勝
浦
病
院
二
階
研
修
室

時
　
間　
午
後
二
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
程
度

費
　
用　
無
料
で
す

そ
の
他

　
申
込
み
は
不
要
で
自
由
参
加
で

　
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ

　
勝
浦
病
院

 

☎
︵
４
２
︶２
５
５
５



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
︿
花
・
ピ
ラ
﹀
と
︿
今
山
農
村
舞
台
﹀
で
参
加
し
ま
す
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催
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︿
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︿
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台
﹀
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平
成
十
九
年
度　

  

勝
浦
町
育
英
奨
学
金
貸
付
金

  

に
つ
い
て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

　★
二
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
行
事
予
定

時
　
間　
午
前
九
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

場
　
所　
生
比
奈
保
育
所

　
　
　
　
　
　
　
︵
園
庭
及
び
リ
ズ
ム
室
︶

対
　
象　
０
歳
〜
５
歳
児

※
平
成
十
八
年
度
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
は

　
　
三
月
七
日
と
十
四
日
で
終
了
し
ま
す
。

★ 

育
児
相
談
事
業

時
　
間　
平
日
　
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
　

場
　
所　
生
比
奈
保
育
所

　

平
成
十
九
年
度
　

　
　
　

  

就
学
援
助
制
度

　
経
済
的
理
由
で
小
・
中
学
校
に
か
か
る
費

用
の
支
払
い
が
困
難
な
家
庭
に
、
学
用
品
費
、

給
食
費
な
ど
を
支
給
す
る
就
学
援
助
制
度
が

あ
り
ま
す
。

受
給
資
格

　
前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ
た
。

②
町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
、
非
課
税
と

な
っ
て
い
る
。

③
国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康
保
険

税
の
減
免
を
受
け
た
。

④
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

⑤
職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働
者
を

希
望
し
、
求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
。

⑥
世
帯
全
体
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
。

申
請
書
提
出
期
間

　
四
月
二
日

㈪
〜
四
月
二
十
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵
土
・
日
除
く
︶

※
な
お
、
申
請
書
の
様
式
等
詳
細
に
つ
い
て

は
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局
☎
︵
４
２
︶
２

５
１
５
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
優
秀
な
学
生
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
が
困
難
な
者
に
対
し
て
奨
学
金
を
貸

付
け
し
、
社
会
有
用
の
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
貸
付
け
制
度
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間　

四
月
二
日
㈪
〜
四
月
二
十
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
土
・
日
除
く
︶

貸
付
予
定
者

　
高
校
生
・
徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生
・

　
大
学
生
︵
人
数
に
つ
い
て
は
予
算
の
範
囲
内
︶

貸
付
金
等
の
額

︻
奨
学
金
︼

　
　
高
校
生
　
　
　
　
　
月
額
二
万
円
以
内

　
　
徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
額
三
万
円
以
内

　
　
大
学
生
　
　
　
　
　
月
額
三
万
円
以
内

︻
入
学
準
備
金
︼

　
　
徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生
・
大
学
生

　
　
　
　
　
　
　
入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

①
奨
学
金
貸
付
願
書

②
出
身
学
校
長
の
推
薦
書

③
家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

④
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
で
あ
る
こ

　
と
の
証
明
書︵
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
等
︶

⑤
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可
書
の
写
し

※
そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
定
も
あ
り
ま
す

の
で
、
書
類
の
様
式
等
応
募
方
法
に
つ
い
て

は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局
☎
︵
４
２
︶

２
５
１
５
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
害
者
相
談
支
援
事
業

　
〜
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜

　
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
障
害
者
自
立

支
援
法
施
行
に
伴
い
障
害
者
相
談
支
援
事
業

 

︵
身
体
・
知
的
・
精
神
︶
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
勝
浦
町
で
は
、
専
門
員
が
配
置
さ
れ
て
い

る
指
定
相
談
事
業
者
へ
委
託
を
し
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

 

相
談
内
容

　
障
害
者
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
の
提
供
お
よ
び
助
言
そ
の
他
の
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
等
、
必
要
な
支
援

を
行
い
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の

障
害
者
等
の
権
利
擁
護
の
た
め
必
要
な
助
言

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
が
自
立
し
た

日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。そ

の
他　
右
記
以
外
の
日
時
で
も
電
話
等
の

　
　
　
　
相
談
も
受
付
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
勝
浦
町
福
祉
課
　
　
☎︵
４
２
︶１
５
０
２

　
社
会
福
祉
協
議
会
　
☎︵
４
２
︶４
６
５
２

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う

★ 

ボ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
！

　
・
子
ど
も
の
目
に
な
っ
て
み
ま
し
ょ
う

　
・
午
前
十
時
四
十
五
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
時
三
十
分

　
　
講
師
の
先
生
と
い
っ
し
ょ
に
楽

　
　
し
く
あ
そ
び
ま
し
ょ
う
。

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
い
ろ
ん
な
鬼
ご
っ
こ
を
し
て
遊
び

　
ま
し
ょ
う
等

★
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
等

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う

★
三
月
・
四
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作

　
り
ま
し
ょ
う

★
わ
ら
べ
歌
や
あ
そ
び
歌
で
体
を
動

　
か
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
等

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う

★
二
月
生
ま
れ
お
誕
生
会

★
お
ひ
な
さ
ま
の
飾
り
を
作
り
ま
し

　
ょ
う
等

２月７日㈬２月14日㈭２月21日㈬２月28日㈬
  

お
知
ら
せ

日
　
　
　
時

２月８日㈭

　　19日㈪

　　27日㈫

３月８日㈭

　　19日㈪

　　28日㈬

場
所

福祉センター

　　１階研修室



平
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九
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十
月
二
十
七
日
か
ら
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一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
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開
催
さ
れ
、
勝
浦
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は
︿
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︿
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農
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台
﹀
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し
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す
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安
全
と
安
心
の

　
　
　
ま
ち
づ
く
り

　
冬
期
の
交
通
事
故
防
止

　
飲
酒
運
転
の
撲
滅

二
月
・
三
月
の
猟
銃
等
講
習
会
日
程 

町
民
交
通
傷
害
保
険

申
込
先　
勝
浦
町
住
民
課

申
込
受
付
期
間　

　
ニ
月
十
五
日

⑤
〜
三
月
三
十
日
⑥　

申
込
書　
別
紙
折
込
チ
ラ
シ

　
加
入
申
込
書
を
切
り
取
り
、
加
入
者
氏
名

等
を
記
入
し
押
印
の
う
え
、
保
険
料
を
添
え

て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

保
険
期
間

　
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
一
年
間

保
険
料

　
一
口
　
四
百
八
十
円

　
︵
一
人
ニ
口
ま
で
加
入
可
︶

そ
の
他

　
平
成
十
九
年
四
月
一
日
現
在
保
育
所
入
所

予
定
の
乳
幼
児
お
よ
び
小
・
中
学
生
に
つ
い

て
は
、
町
が
一
口
分
の
み
半
額
負
担
し
ま
す
。

※
﹁
町
民
交
通
傷
害
保
険
﹂
は
平
成
十
九
年

度
を
も
っ
て
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
勝
浦
町
住
民
課
　

　
　
　
　
　
　
☎︵
４
２
︶１
５
０
１

　
    

︻
冬
場
の
運
転
に
備
え
て
︼   　

　
冬
場
に
車
を
運
転
す

る
場
合
は
、
気
象
条
件

や
道
路
状
況
を
こ
ま
め

に
確
認
す
る
と
と
も
に
、

急
な
天
候
の
変
化
に
対

応
で
き
る
よ
う
事
前
に

冬
用
タ
イ
ヤ
の
着
装
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の

携
帯
な
ど
冬
道
対
策
を
万
全
に
備
え
ま
し
ょ

う
。

         

︻
凍
結
時
の
注
意
︼

　
ま
た
、
凍
結
や
積
雪
の

あ
る
路
面
は
、
乾
燥
し
た

路
面
に
比
べ
非
常
に
ス
リ

ッ
プ
し
や
す
く
な
り
、
制

動
距
離
も
当
然
長
く
な
り

ま
す
。

　
路
面
の
状
況
を
常
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
凍

結
し
や
す
い
日
陰
部
分
や
橋
げ
た
、
下
り
坂

な
ど
の
手
前
で
は
速
度
を
十
分
に
落
と
す
と

と
も
に
、
車
間
距
離
を
十
分
に
と
っ
て
安
全

運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

            

　
走
り
慣
れ
な
い
道
や
冬
の
道
路
を
運
転
す

る
と
き
に
は
、
普
段
以
上
に
細
心
の
注
意
を

は
ら
っ
て
、
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
十
分
注
意
し
て
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

                    

︻
一
滴
で
も
⋯
飲
ん
だ
ら
、
乗
ら
な
い
！
︼

　
そ
ん
な
こ
と
当
た
り

前
！
⋯
⋯

何
を
今
さ
ら
⋯
⋯

　
で
も
、
こ
ん
な
油
断

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

◎
乾
杯
の
ビ
ー
ル
一
杯

　
だ
け
だ
し
、
酔
っ
て
い
な
い
。

◎
飲
酒
後
に
汗
を
か
い
た
の
で
、
酔
っ
て
い

　
な
い
。

◎
時
間
が
経
っ
た
の
で
、
酔
い
は
さ
め
た
。

◎
二
日
酔
い
は
、
飲
酒
運
転
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
飲
酒
の

量
が
少
な
く
﹁
酔
い
﹂

を
自
覚
し
て
い
な
く
て
も
、

運
転
に
悪
影
響
を
与
え

ま
す
。

　
飲
ん
だ
ら
乗
る
な

　
　
乗
る
な
ら
飲
む
な
の
励
行
を

　

                    

 

経
験
者
講
習

　
二
月
　
十
四
日

④　
三
好
警
察
署

 

　
二
月
二
十
八
日

④　
徳
島
西
警
察
署

　
三
月
　
十
四
日

④　
美
馬
警
察
署

　
三
月
二
十
八
日

④　
小
松
島
警
察
署

初
心
者
講
習

　
二
月
七
日

④　

　
小
松
島
警
察
署

 

　

 (

三
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。)

  

◆ 

小
松
島
警
察
署
か
ら
の
連
絡

　

 　

                 

　
勝
浦
町
坂
本
駐
在
所
は
平

成
十
八
年
度
を
も
っ
て
警
察

官
の
常
駐
が
な
く
な
り
、
横

瀬
駐
在
所
が
受
け
持
つ
こ
と

に
な
り
ま
す
。
パ
ト
カ
ー
に

よ
る
警
ら
の
強
化
等
に
努
め

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

横
瀬
駐
在
所
の
電
話
番
号
は

　
　
　
　
　
☎

︵
４
２
︶２
０
４
９ 

で
す
。

　
架
空
請
求
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
ご
注
意
！

﹃
お
か
し
い
な
﹄
﹃
困
っ
た
な
﹄
と
思
っ
た
ら
、 

  
安
心
の 

相
談
ダ
イ
ヤ
ル 

♯
９
１
１
０

 

又
は
、
☎
０
８
８︵
６
５
３
︶９
１
１
０

 

小
松
島
警
察
署
は
、
☎︵
３
１
︶０
１
１
０



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
︿
花
・
ピ
ラ
﹀
と
︿
今
山
農
村
舞
台
﹀
で
参
加
し
ま
す
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平成19年度　住民税の所得申告および
　　　　　　　　   所得税確定申告受付会場

InformationInformation

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

所
得
税
の
確
定
申
告
は

　
　
　
　
　
　
正
し
く
期
限
内
に

　
所
得
税
は
、
納
税
者
自
ら
が
、
税
法
に
従

い
、
所
得
金
額
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
、

申
告
と
納
税
を
行
う
﹁
申
告
納
税
制
度
﹂
を

採
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
申
告
書
は
で
き
る
だ
け
自
分

で
書
い
て
早
め
に
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
期
限
ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、

誤
っ
た
申
告
を
さ
れ
ま
す
と
、
本
税
の
ほ
か

に
加
算
税
や
延
滞
税
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
平
成
十
八
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、

二
月
十
六
日
︵
金
︶
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
申
告
と
納
税
の
期
限
は
、

三
月
十
五
日

︵
木
︶
ま
で
で
す
。

　

確
定
申
告
が
必
要
な
方

▼
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
土
地
や
建
物

の
売
却
に
よ
る
譲
渡
所
得
な
ど
が
あ
る
方

で
、
平
成
十
八
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
、

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
基
礎
控
除
な

ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
方

▼
給
与
所
得
者
の
方
で

　

 

○ 

給
与
の
年
収
が
二
千
万
円
を
超
え
る
場
合

　

 

○ 

給
与
を
二
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る  

　
　
方
で
一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
場
合

　

 

○ 

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金

　
　
額
︵
地
代
・
家
賃
・
原
稿
料
な
ど
︶
の

　
　
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
場
合
な
ど

　

還
付
申
告
が
で
き
る
方

　
給
与
が
一
カ
所
か
ら
だ
け
の
給
与
所
得
者

の
方
は
、
年
末
調
整
で
そ
の
年
の
納
税
が
完

了
し
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
と
き
に
源
泉
徴
収

税
額
が
あ
る
と
、
申
告
に
よ
り
税
金
が
還
付

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
本
人
や
家
族
の
医
療
費
を
十
万
円
︵
所
得

が
二
百
万
円
以
下
の
場
合
は
所
得
の
五
％
︶

を
超
え
て
支
払
っ
た
場
合

▼
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ
イ
ホ
ー

ム
を
新
築
や
購
入
又
は
増
改
築
な
ど
を
し

た
場
合

▼
年
の
途
中
で
退
職
し
て
再
就
職
し
て
い
な

い
場
合
な
ど

　

﹁
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　

  

の
ご
利
用
を

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
﹂
を
利
用
し
て
、
確
定
申
告

書
が
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
確
定
申
告
書
を
Ａ
４
サ
イ
ズ

の
普
通
紙
に
出
力
し
て
郵
送
等
で
税
務
署
に

提
出
で
き
ま
す
。

　
　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
　

h
ttp

://w
w

w
.n

ta
.g

o
.jp

　

﹁
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
﹂

　

  　
　
　
　
か
ら
ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ
へ

　
﹁
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
﹂
で
作

成
し
た
電
子
申
告
用
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
自

宅
等
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
申
告
・
納
税
等
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp

://w
w

w
.e-tax

.n
ta.g

o
.jp

　

徳
島
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
は

　

﹁
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
﹂
で
す

　
確
定
申
告
会
場
は
、

二
月
一
日
︵
木
︶

〜
三
月
十
五
日
︵
木
︶
︵
土
曜
日
・
日

曜
日
・
祝
日
を
除
く
。
た
だ
し
、
二
月
十
八

日
及
び
二
月
二
十
五
日
の
日
曜
日
は
確
定
申

告
の
相
談
・
申
告
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
︶

の
期
間
、
﹁
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
　
三
階
第

二
特
別
会
議
室
﹂
︵
徳
島
市
山
城
町
東
浜
傍

示
一
︶に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
受
付
時
間
は
、
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
で
す
。

　
こ
の
期
間
、
徳
島
税
務
署
庁
舎
内
に
は
、

確
定
申
告
会
場
を
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を

　
税
務
職
員
を
装
い
、
電
話
に
よ
り
Ａ
Ｔ
Ｍ

を
操
作
す
る
よ
う
誘
導
し
、
現
金
を
振
り
込

ま
せ
る
な
ど
の
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ご
不
審
な
点
が
あ
る
と
き
は
、
税
務
署
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

　
徳
島
税
務
署

　︵
徳
島
市
幸
町
三
︱
五
四
︶

　
　
　
☎
０
８
８︵
６
２
２
︶４
１
３
１

　
税
務
相
談
室
︵
徳
島
分
室
︶

　
　
　
☎
０
８
８︵
６
２
５
︶１
９
３
３

 

日　　程

２月16日㈮

　　19日㈪

　　20日㈫

　　21日㈬

　　22日㈭

　　23日㈮

　　26日㈪

　　27日㈫

　　28日㈬

３月１日㈭

　　２日㈮

　　５日㈪

　　６日㈫

　　８日㈭

　　９日㈮

　　11日㈰

　　13日㈫

　　14日㈬

　　15日㈭

対象地区

石原・沼江

山西・掛谷

今 山

黒 岩

中 角

星 谷

生 名

久 国

棚野・立川

横 瀬

横 瀬

与 川 内

中 山

坂 本

坂 本

全 町

全 町

全 町

全 町

会　　場

石原集会所

JA生比奈支所

今山ふれあい交流館

勝浦会館

農村婦人の家

星谷集会所

勝浦町役場

勝浦町役場

勝浦町役場

農村環境改善センター

農村環境改善センター

農村環境改善センター

中山集会所

坂本集会所

坂本集会所

勝浦町役場

勝浦町役場

勝浦町役場

勝浦町役場

※受付時間：午前９時〜午後４時

　勝浦町の国民健康保険に加入している方は、所得がない場合

でも、申告におこしください。

　また、２月28日④棚野・立川地区を対象に勝浦町役場で申

告の受付を行いますが、当日、全町を対象に土地等の譲渡所得

や株式、配当等の分離課税に係る確定申告と個人事業者の消費

税申告も受け付けます。



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
︿
花
・
ピ
ラ
﹀
と
︿
今
山
農
村
舞
台
﹀
で
参
加
し
ま
す
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InformationInformation

 

勝
浦
町
が
行
う
物
品
の
取
得
又
は
役
務
の

提
供
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
次
の
と
お
り
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

①
申
請
受
付
期
間

⑴
定
期
申
請　
平
成
十
九
年
三
月
一
日
〜
　

　
　
　
　
　
　
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日

⑵
随
時
申
請　
平
成
十
九
年
四
月
一
日
〜

　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
一
年
一
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　︵
土
・
日
・
祝
日
・
十
二
月
二

　
　
　
　
　
　
十
九
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三

　
　
　
　
　
　
日
ま
で
の
日
は
除
く
︶

②
申
請
受
付
時
間

　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
ま
で

　
︵
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
の
時
間
を
除
く
︶

③
申
請
書
様
式

　
徳
島
県
又
は
政
府
統
一
様
式

④
添
付
書
類

徳
島
県
に
準
ず
る
。
︵
証
明
書
関
係
は
全

て
写
し
可
。
営
業
種
目
・
営
業
品
目
に
つ

い
て
は
コ
ー
ド
で
な
く
、
種
目
・
品
目
名

で
記
入
す
る
こ
と
。
町
内
業
者
に
つ
い
て

は
、
勝
浦
町
の
納
税
証
明
書
も
必
要

個
人
事
業
者
：
同
居
親
族
全
員
︹
二
十
歳

未
満
の
者
を
除
く
︺

法
人
：
会
社
、
同
居
親
族
全
員
︹
二
十
歳

未
満
の
者
を
除
く
︺
、
役
員
︹
町
外
在
所

者
を
除
く
︺

⑤
資
格
の
有
効
期
間

平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一

年
三
月
三
十
一
日
︵
随
時
申
請
の
場
合
は
、

申
請
さ
れ
た
月
の
翌
々
月
の
一
日
か
ら

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
︶

⑥
変
更
事
項
の
届
出

申
請
書
提
出
後
に
、
申
請
書
の
事
項
に
変

更
が
生
じ
た
と
き
は
、
変
更
届
を
提
出
す

る
こ
と
。
変
更
届
の
様
式
は
任
意
。
添
付

書
類
は
徳
島
県
に
準
ず
る
。

⑦
申
請
方
法
等

　
⑴
郵
送
、
持
参
ど
ち
ら
で
も
可
。

　
⑵
提
出
す
る
書
類
は
、
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
に

　
　
綴
じ
る
こ
と
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課
　
☎︵
４
２
︶２
５
１
１

建
築
・
土
木
工
事
等
指
名
競
争

   

入
札
参
加
資
格
申
請
書
の
受
付

①
建
設
工
事
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

　
申
請
書
　
一
式

　
︵
申
請
書
は
勝
浦
町
産
業
建
設
課
に
あ
り

　
　
ま
す
。
一
部
三
百
円
︶

②
添
付
書
類

・
身
分
証
明
書
・
納
税
証
明
書

・
印
鑑
証
明
書
・
労
働
保
険
加
入
証
明
書︵
写
︶

・
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入
、

　
履
行
証
明
書︵
写
︶

・
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
加
入
証
明
書︵
写
︶

・
任
意
労
災
制
度
加
入
証
明
書
ま
た
は
振
込

　
み
通
知
書︵
写
︶

・
登
記
簿
謄
本︵
法
人
︶

・
代
表
者
の
世
帯
全
員
の
住
民
票

・
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書︵
写
︶

・
建
設
業
許
可
通
知
書︵
写
︶

③
受
付
期
間

　

三
月
一
日
〜
三
月
三
十
一
日
︵
期
間
厳
守
︶

　
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

④
受
付
時
間

　
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

⑤
受
付
場
所　
勝
浦
町
産
業
建
設
課

⑥
有
効
期
間　
平
成
十
九
年
度

問
い
合
わ
せ
　
勝
浦
町
産
業
建
設
課

　
　
　
　
　
　
☎︵
４
２
︶１
５
０
６

※
た
だ
し
、
町
外
建
設
業
者
は
、
平
成
九
年

度
を
最
初
の
期
間
と
す
る
隔
年
ご
と
の
申
請

と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
勝
浦
町
産

業
建
設
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
の
廃
車
・
名
義
変
更
は

お
済
み
で
す
か
？

　
原
動
機
付
自
転
車
や
自
動
二
輪
、
軽
自
動

車
な
ど
に
か
か
る
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四

月
一
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
廃
車
や
名
義
変
更
の
届
出
を
し
て
い
な
い

方
、
ま
た
住
所
を
変
更
さ
れ
た
方
は
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
窓
口
で
確

実
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
原
動
機
付
自
転
車

　
︵
一
二
五

cc
以
下
の
バ
イ
ク
︶

・
小
型
特
殊
自
動
車

　
　
勝
浦
町
役
場
総
務
税
務
課

　
　
☎︵
４
２
︶１
５
０
３

・
軽
二
輪
︵
二
五
一
cc
以
上
の
バ
イ
ク
︶

　
　
四
国
運
輸
局
徳
島
運
輸
支
局

　
　
☎
０
５
０︵
５
５
４
０
︶２
０
７
４

・
軽
自
動
車
・
軽
二
輪

　
︵
一
二
六
〜
二
五
〇

cc
の
バ
イ
ク
︶

　
　
徳
島
県
軽
自
動
車
協
会

　
　
☎
０
８
８
︵
６
４
１
︶
２
０
１
０

ご
存
じ
で
す
か
？

小
型
特
殊
自
動
車
の
登
録
に
つ
い
て 

 

小
型
特
殊
自
動
車
︵
農
耕
作
業
用
ト
ラ
ク

タ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
︶
に
つ
い
て

は
、
乗
用
装
置
︵
人
が
乗
る
た
め
の
設
備
︶

を
備
え
、
国
土
交
通
大
臣
の
形
式
認
定
を
受

け
た
も
の
は
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
公
道
を
走
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
使
用
実

態
を
問
わ
ず
軽
自
動
車
と
し
て
の
登
録
が
必

要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
勝
浦
町
総
務
税
務
課

　
　
　
　
　
　
☎︵
４
２
︶１
５
０
３

町
税
収
納
対
策
に

﹁
徳
島
滞
納
整
理
機
構
﹂が
設
立

　
平
成
十
八
年
度
か
ら
徳
島
県
市
町
村
総
合

組
合
事
務
所
内
に
設
立
さ
れ
た
﹁
徳
島
滞
納

整
理
機
構
﹂
は
、
徳
島
県
と
県
下
全
市
町
村

が
構
成
団
体
と
な
り
、
市
町
村
税
︵
住
民
税

・
固
定
資
産
税
・
個
人
県
民
税
含
む
。
︶
と

目
的
税
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
者

に
対
し
、
町
か
ら
滞
納
事
案
の
移
管
を
受
け

差
押
・
公
売
等
の
滞
納
整
理
に
よ
り
、
税
金

の
徴
収
を
専
門
に
行
な
う
機
構
が
設
立
さ
れ

て
い
ま
す
。
町
税
は
納
付
期
限
内
に
必
ず
納

め
ま
し
ょ
う
。

平
成
十
九
・
二
十
年
度

　

一
般
競
争
︵
指
名
競
争
︶
入
札
参
加

　

資
格
審
査
申
請
︵
物
品
購
入
等
対
象)

　

に
つ
い
て
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国民年金だより

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書について社会保険料（国民年金保険料）控除証明書について社会保険料（国民年金保険料）控除証明書について

「平成18年分公的年金等の源泉徴収票」の送付について「平成18年分公的年金等の源泉徴収票」の送付について「平成18年分公的年金等の源泉徴収票」の送付について

　年の途中から国民年金に加入された場合など、平成18年10月３日から12月31日までの

間に、はじめて保険料の納付をされた方については、２月上旬に控除証明書を発送するこ

ととしています。

　確定申告（住所地を管轄する税務署で受付）の際に必要となりますので大切に保管して下さい。

　また、平成18年11月に発送しました控除証明書の証明欄にある控除欄にある納付済額

や見込額以上に保険料を納付されたときは、「11月に発送しました控除証明書」と、「追

加で納付していただいた保険料の領収書」を申告書に添付してください。

　なお、お問い合わせ等は、控除証明書専用ダイヤルまたは社会保険事務所までお願いします。

　平成18年中に厚生年金保険、国民年金保険の老齢（退職）年金を受けとられた皆様に、

平成18年中に支払われた金額や源泉徴収された所得税額等をお知らせする『公的年金等の

源泉徴収票』を社会保険業務センターから平成19年１月にお送りしております。

　確定申告（住所地を管轄する税務署で受付）の際に必要となりますので大切に保管して下さい。

※障害年金や遺族年金については、課税の対象となっていないため、源泉徴収票の発行は行

　っておりません。

　ご自分の年金記録について、ご確認のうえ将来の年金にそなえていただけるよう、平成

18年８月21日から12月末まで、「年金記録相談の特別強化体制」を実施しておりました

が、当面、体制を継続することとしましたのでお知らせします。

インターネット社会保険庁

http://www.sia.go.jp/

お電話  0570-05-1165

基礎年金番号がお分かりの方は、社会保険庁ホー

ムページでお受けします。

・ＩＤパスワード方式による個人情報提供サービス

・年金見込額試算（50歳以上）

基礎年金番号がお分かりの方は、本人確認をさせ

ていただいたうえで、年金加入記録を自宅に郵送

いたします。

社会保険事務所
　　　年金記録相談窓口
 ・徳島北社会保険事務所
 ・徳島南社会保険事務所
 ・阿波半田社会保険事務所

基礎年金番号がお分かりにならなくても、本人確

認ができる書類（運転免許証、保険証等）をお持

ちのうえ、社会保険事務所へお越しください。

　控除証明書専用ダイヤル　☎ 0570−00−9911 平成18年11月１日〜平成19年３月16日
平日　9：00〜17：00

年金記録相談の特別強化体制の継続について年金記録相談の特別強化体制の継続について年金記録相談の特別強化体制の継続について
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国保と医療費

70
歳
に
な
っ
た
人
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

歳
に
な
っ
た
人
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

70
歳
に
な
っ
た
人
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

歳
に
な
っ
た
人
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

70
歳
に
な
っ
た
人
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

●
70
歳
に
な
る
と
き
は

　

70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
か
ら
医
療
の
受
け
方

が
変
わ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
月
の
初
日
が
誕
生

日
の
人
は
そ
の
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　
　
８
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

　
　
　
　
　
　
　
　
▼
８
月
か
ら
開
始

　
　
８
月
２
日
〜
末
日
に
生
ま
れ
た
人

　
　
　
　
　
　
　
　
▼
９
月
か
ら
開
始

●
自
己
負
担
の
割
合
は

　
医
療
費
の
自
己
負
担
は
１
割
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
現
役
並
み
の
所
得
が
あ
る
人
は
３
割

に
な
り
ま
す
。

●
高
齢
受
給
者
証
を
大
切
に
！

　

70
歳
を
迎
え
る
人
に
は
、
高
齢
受
給
者
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
高
齢
受
給
者
証
に
は
自
己
負

担
の
割
合
﹁
１
割
﹂
ま
た
は
﹁
３
割
﹂
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
医
療
を
受
け
る
と
き
は
、
保
険

証
と
い
っ
し
ょ
に
忘
れ
ず
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
に
応
じ
て
自
己
負
担
の
割
合
な
ど
が
決
ま
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
所
得
の
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

●︵
注
１
︶
現
役
並
み
の
所
得
が
あ
る
人

　
同
一
世
帯
に
課
税
所
得
が

145
万
円
以
上
の
70
歳
以

上
の
国
保
の
被
保
険
者
ま
た
は
老
人
保
健
で
医
療
を

受
け
る
人
︵
国
保
の
被
保
険
者
に
限
る
︶
、
が
い
る
人

に
あ
た
り
ま
す
。
た
だ
し
、
70
歳
以
上
の
国
保
の
被

保
険
者
お
よ
び
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
人
︵
国

保
の
被
保
険
者
に
限
る
︶
の
収
入
の
合
計
が
、
２
人

以
上
の
場
合
は
520
万
円
未
満
、
１
人
の
場
合
は
383
万

円
未
満
で
あ
る
と
申
請
し
た
場
合
は
、
﹁
一
般
﹂
の

区
分
と
同
様
に
１
割
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

●︵
注
２
︶
低
所
得
者
Ⅱ

　
同
一
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
国
保
の
被
保
険
者
が

住
民
税
非
課
税
で
あ
る
人
に
あ
た
り
ま
す
。

●︵
注
３
︶
低
所
得
者
Ⅰ

　
同
一
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
国
保
の
被
保
険
者
が

住
民
税
非
課
税
で
、
そ
の
世
帯
の
各
所
得
が
必
要
経

費
・
控
除
︵
年
金
の
所
得
者
は
控
除
額
を

80
万
円
と

し
て
計
算
︶
を
差
し
引
い
た
と
き
に
０
円
と
な
る
人

に
あ
た
り
ま
す
。

　
年
収
例
　

単
身
世
帯
で
年
金
収
入
の
み
の
場
合

　

  　

  　

80
万
円
以
下
　

■
公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し
・

　
老
年
者
控
除
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置

　
公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し
お
よ
び
老
年

者
控
除
の
廃
止
に
よ
り
、
現
役
並
み
所
得
者

に
な
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、
課
税
所
得

145
万

円
以
上
213
万
円
未
満
の
場
合
︵
ま
た
は
課
税

所
得
213
万
円
以
上
で
収
入
合
計
が
高
齢
者
複

数
世
帯
で
520
万
円
以
上
621
万
円
未
満
、
高
齢

者
単
身
世
帯
で
383
万
円
以
上
484
万
円
未
満
と

申
請
し
た
場
合
︶
、
自
己
負
担
限
度
額
は
﹁
現

役
並
み
所
得
者
﹂
で
は
な
く
﹁
一
般
﹂
の
区

分
を
適
用
し
ま
す
。

■
老
年
者
に
係
る
住
民
税
非
課
税
　

　
措
置
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置

　
老
年
者
に
係
る
住
民
税
非
課
税
措
置
の
廃

止
に
よ
り
、
低
所
得
世
帯
の
世
帯
員
の
う
ち

一
部
が
課
税
者
に
な
っ
た
が
、
課
税
者
が
合

計
所
得
金
額

125
万
円
以
上
で
平
成
17
年
１
月

１
日
現
在
65
歳
以
上
の
人
の
み
の
場
合
、
同

一
世
帯
内
の
非
課
税
者
は
、
自
己
負
担
限
度

額
お
よ
び
入
院
時
の
食
事
代
の
標
準
負
担
額

は
﹁
低
所
得
者
Ⅱ
﹂
の
区
分
を
適
用
し
ま
す
。

例医療を
受けるときの
自己負担

1割

現役並みの

所得がある人

3割

所
得
区
分
が
上
が
る
人
に
は

経
過
措
置
が
あ
る
場
合
が

あ
り
ま
す  

︵
平
成
18
年
８
月
よ
り
２
年
間
︶

所
得
に
応
じ
て
負
担
が
異
な
り
ま
す

所
得
に
応
じ
て
負
担
が
異
な
り
ま
す

所
得
に
応
じ
て
負
担
が
異
な
り
ま
す
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あ 
の 

笑 

顔

   

　
僕
が
小
学
生
の
時
の
出
来
事
で
し
た
。
あ

る
日
、
デ
パ
ー
ト
に
出
か
け
た
と
き
の
こ
と

で
す
。
車
い
す
に
の
っ
た
人
が
買
い
物
を
し

て
い
ま
し
た
。
足
が
不
自
由
な
の
か
、
下
半

身
が
と
て
も
細
く
、
小
さ
か
っ
た
の
が
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
人
が
車
い
す
で
人
ご
み
に
入
る
と
、

ま
わ
り
の
人
が
、
そ
の
人
を
避
け
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
車
い
す
が

通
り
や
す
く
す
る
た
め
に
道
を
あ
け
る
こ
と

は
必
要
で
す
。
で
も
、
た
だ
避
け
て
い
る
よ

う
に
は
見
え
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
ん
な
時
、

子
ど
も
が
車
い
す
の
前
を
通
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ば
か
に
で
も
す
る
よ
う
に
ク
ス
ク
ス

笑
い
な
が
ら
通
り
過
ぎ
た
の
で
す
。
車
い
す

の
人
は
何
も
悪
い
こ
と
や
人
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
を
し
て
い
な
い
の
に
、
大
人
は
大
人

で
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
し
、
子
ど
も
は
子

ど
も
で
ば
か
に
ま
で
し
て
い
る
。
僕
は
、
お

か
し
い
と
い
う
気
持
ち
と
少
し
腹
立
た
し
い

気
持
ち
を
感
じ
な
が
ら
そ
の
場
を
離
れ
ま
し

た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
今
度
は
食
品
コ
ー
ナ

ー
で
、
車
い
す
の
人
を
見
か
け
ま
し
た
。
さ

っ
き
の
嫌
な
場
面
を
思
い
出
し
て
、
少
し
ど

き
ど
き
し
ま
し
た
。
す
る
と
そ
の
人
が
僕
の

前
に
き
ま
し
た
。
そ
し
て
車
い
す
を
止
め
て
、

﹁
こ
ん
に
ち
は
。
﹂
と
笑
顔
で
声
を
か
け
て

く
れ
ま
し
た
。
僕
は
予
想
外
の
出
来
事
に
、

あ
わ
て
て
し
ま
い
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

あ
い
さ
つ
を
返
し
ま
し
た
。
そ
の
人
は
笑
っ

て
そ
の
場
を
離
れ
ま
し
た
。
名
前
も
知
ら
な

い
人
だ
っ
た
の
で
す
が
、
僕
は
と
て
も
す
が

す
が
し
い
澄
ん
だ
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
﹁
こ
ん
な
い
い
人
な
の
に
な
ぜ
避

け
た
り
、
笑
っ
た
り
す
る
の
だ
ろ
う
。
外
見

だ
け
で
判
断
す
る
人
の
方
が
お
か
し
ん
だ
。﹂

と
僕
は
思
わ
ず
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

そ
の
人
に
会
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
人
は
よ
く
見
か
け
だ
け
で
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
判
断
し
が
ち
で
す
。
も
ち
ろ
ん
初
め
て

の
人
に
出
会
う
と
、
話
を
す
る
ま
で
は
、
第

一
印
象
で
そ
の
人
を
判
断
し
よ
う
と
す
る
の

は
仕
方
が
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も

そ
の
と
き
、
相
手
が
自
分
と
あ
ま
り
に
異
な

っ
て
い
た
り
、
普
段
あ
ま
り
に
見
慣
れ
な
い

姿
だ
っ
た
り
す
る
と
、
避
け
よ
う
と
し
た
り
、

ば
か
に
し
た
り
、
仲
間
は
ず
れ
に
し
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
仕
方
の
な
い

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
食
べ
て

み
れ
ば
味
は
と
て
も
美
味
し
い
料
理
で
も
、

見
た
目
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
な
料
理
な
ら
ど
う

で
し
ょ
う
。
よ
ほ
ど
お
な
か
が
空
い
て
い
な

い
限
り
誰
も
食
べ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、
し
ょ
う
が
な

い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
料
理

と
人
間
は
違
う
と
思
い
ま
す
。
自
分
と
体
つ

き
の
違
う
人
、
考
え
の
違
う
人
、
体
の
不
自

由
な
人
だ
か
ら
避
け
よ
う
と
い
う
の
は
間
違

っ
て
い
ま
す
。

　
と
は
い
い
な
が
ら
、
自
分
も
人
を
見
か
け

だ
け
で
判
断
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
僕
は

小
学
四
年
生
の
時
、
あ
る
友
だ
ち
を
い
じ
め

て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
、
そ
の
友
だ
ち

の
中
身
や
人
間
性
な
ど
は
見
よ
う
と
せ
ず
、

第
一
印
象
だ
け
で
判
断
し
、
そ
の
子
を
い
じ

め
て
い
た
の
で
す
。
僕
は
そ
の
時
の
こ
と
を

思
い
出
す
と
、
胸
が
苦
し
く
な
り
ま
す
。
自

分
を
責
め
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

ど
う
し
て
優
し
く
接
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
か
、
い
じ
め
を
止
め
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
僕
が
こ
の
世
界
が
い
じ
め
や
差
別
の
な
い

社
会
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ま

ず
僕
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
日
常
的
な
い

じ
め
を
な
く
す
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
の

経
験
か
ら
、
人
を
見
か
け
で
判
断
せ
ず
、
そ

の
人
を
き
ち
ん
と
知
る
こ
と
、
自
分
と
異
な

る
部
分
を
受
け
入
れ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

人
は
そ
れ
ぞ
れ
顔
も
ス
タ
イ
ル
も
違
う
し
、

生
き
て
き
た
環
境
が
違
う
か
ら
、
考
え
方
も

違
っ
て
当
た
り
前
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
を
忘
れ
ず
に
心
に
刻
ん
で
お
か
な
か
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
人
間
は
、

心
と
心
を
通
わ
せ
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。

自
分
と
、
あ
の
車
い
す
の
人
が
出
会
っ
た
と

き
の
よ
う
に
、
﹁
こ
ん
に
ち
は
。
﹂
と
い
う

言
葉
を
交
わ
し
た
一
瞬
だ
け
で
、
心
が
通
っ

た
り
し
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
人
は
、
心
を
通

わ
せ
な
が
ら
支
え
あ
っ
て
生
き
て
い
る
の
だ

と
思
う
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
と
心
が
通

っ
た
と
き
、
﹁
幸
せ
だ
な
。
﹂
と
感
じ
る
自

分
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
人
の
こ
と
を
悪

く
言
っ
た
り
、
い
じ
め
た
り
す
る
こ
と
で
、

優
越
感
を
感
じ
た
り
す
る
よ
う
な
生
き
方
は

し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
絶
対
あ
の

車
い
す
の
人
を
忘
れ
ま
せ
ん
。
あ
の
時
感
じ

た
す
が
す
が
し
く
澄
ん
だ
気
持
ち
と
、
あ
の

人
の
笑
顔
を
。

　　

　
徳
島
地
方
法
務
局
・
徳
島
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
　
平
成
十
七
年
度
全
国

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県

大
会
入
賞
作
品
集
よ
り

か
た
り
あ
う

た
り
あ
う

ペ
ー
ジ
ー
ジ

か
た
り
あ
う

ペ
ー
ジ
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ゐ
の
こ
づ
ち
付
け
て
二
人
の
立
話

春
の
声
木
琴
窟
に
耳
澄
ま
し

横
瀬　
日
下
智
世
子

ふ
る
里
に
つ
な
が
る
山
の
冬
の
虹

お
だ
や
か
に
雲
流
れ
を
り
初
御
空

三
渓　
中

 

林 

祥 

子

お
正
月
作
り
し
野
菜
お
す
そ
わ
け

棚
野　
北
島
ア
サ
ノ

終
い
湯
や
心
を
満
た
す
ク
リ
ス
マ
ス

住
職
や
そ
つ
と
見
守
る
猫
の
恋

星
谷　
上

 

岡 

久 

子

初
す
ず
め
一
羽
の
も
と
へ
も
う
一
羽

初
硯
摺
れ
合
う
音
色
樂
し
ん
で

生
名　
石

 

田 

白 

萩

仏
の
灯
心
に
と
も
す
堂
の
冷
え

白
粥
に
ゆ
っ
く
り
落
と
す
寒
卵

生
名　
丸

 

山 

香 

月

ハ
ン
ド
ル
の
胸
迫
り
寄
る
横
瀬
富
士

老
妻
に
さ
し
出
す
杯
や
屠
蘇
の
席

中
角　
岡
本
ハ
ツ
ヱ

生
き
伸
び
て
花
咲
く
春
を
た
の
し
み
に

春
愁
に
白
髪
を
染
め
て
老
若
か
く

掛
谷　
駒
津
こ
つ
ゆ

息
か
け
て
丁
寧
に
拭
き
初
鏡

ジ
ー
パ
ン
の
こ
わ
ご
わ
乾
く
冬
の
風

沼
江　
大

 

川 

冨 

枝

初
市
や
祝
儀
礼
つ
く
出
世
鰤

病
む
夫
に
小
さ
く
き
ざ
む
芥
な
ず
な

坂
本　
仙
才
良
子

門
松
や
茅
葺
屋
根
の
門
構

初
風
呂
や
古
稀
を
迎
え
て
恙
な
き

坂
本　
新

 

居 　

 

晋

初
旅
や
机
上
ば
か
り
の
歳
と
な
り

客
も
去
り
ほ
ろ
酔
い
気
分
の
初
湯
か
な

坂
本　
山

 

口 

昭 
市

初
市
や
振
舞
い
酒
よ
り
競
に
入
る

初
風
呂
の
仕
上
げ
は
や
は
り
ビ
ー
ル
に
て

坂
本　
新

 

居 

雄 

彦

展
望
の
露
天
湯
舟
で
待
つ
初
日

初
旅
や
思
い
出
多
き
湖
畔
宿

坂
本　
池

 

谷 

武 

久

三
十
年
賛
う
祝
い
の
初
句
会

初
詣
子
の
柏
手
が
大
人
び
る

中
山　
山
下
房
夫

　

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

　
こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制

で
は
な
く
、
町
民
だ
れ
で
も
随
意

に
投
句
で
き
ま
す
。
ま
た
作
品
に

優
劣
や
順
位
を
つ
け
た
り
、
添
削

等
も
一
切
し
ま
せ
ん
。
多
数
投
句

し
て
下
さ
い
。

次
回
作
品
募
集

二
月
五
日
締
め
切
り
　
短
歌
一
人
一
首

三
月
一
日
締
め
切
り
　
川
柳
一
人
二
句

　

   

あ
て
先
　
横
瀬　
中
田
ヤ
ス
ヱ

わ
た
し
の
作
品

わ
た
し
の
作
品

わ
た
し
の
作
品

　土砂災害の危険から身を守るのはあなた自身です。家や職場の周囲は安全ですか？

　危険な場所を点検し、防災情報を収集するなど「日頃の備え」を万全にし、いざ

となったら「早めの避難」を心がけましょう。

　住民の一人ひとり、土砂災害に対し的確な判断をし、行動をとるために、行政は

専門的かつ技術的な事項について、的確な情報提供をはじめとする手助けを行います。

　

この「知らせる努力」の一つが、土砂災害防止法です。

　土砂災害防止法は、土砂災害から国民の生命を守るため、土砂災害のおそれのあ

る区域について危険の周知、警戒避難態勢の整備、住宅等の新規立地の抑制、既存

住宅の移転促進等のソフト対策を推進しようとするものです。

　県や市町村では、基礎調査の実施、土砂災害警戒区域等の指定やハザードマップ

作成を連携しながら行っています。

（徳島県からのお知らせ）土砂災害に備えて！

行政の「知らせる努力」と住民の「知る努力」で
　　　　　　　　　土砂災害による人的被害をゼロに

問い合わせ先　徳島県県土整備部砂防課　TEL 088-621-2540　FAX 088-621-2866　E-mail sabouka@pref.tokushima.lg.jp

土砂災害防止法の詳し
いことは、国土交通省
河川局ホームページ

（http://www.mlit.
 go.jp/river/）
をご覧ください。
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日 曜 内　　　容 受 付 時 間 場　　所 対　　象　　者 持参するもの

住民

住民

健康手帳

住民

住民 健康手帳

健康手帳

住民 健康手帳

平成18年9月1日か
ら平成19年1月31日
までに生まれた子

母子健康手帳

平成17年5月1日か
ら8月31日までに生
まれた子

問診票
母子健康手帳

平成17年11月1日か
ら平成18年4月30日
までに生まれた子

母子健康手帳

男の料理教室会員

食生活改善推進員
エプロン

住民 健康手帳

住民 健康手帳

健 康 相 談

健 康 相 談

介 護 教 室

健 康 相 談

講話「防災について」

股 関 節 脱 臼 検 診

金

火

木

金

木

金

土

火

　

金

2

6

8

9

15

16

17

20

23

健 康 相 談

介 護 教 室

１歳6ヵ月児健康診査

健 康 相 談

糖 尿 病 予 防 教 室

健 康 相 談

運 動 教 室

男 の 料 理 教 室

食 生 活 改 善 推 進 員
合 同 研 修 会

健 康 相 談

健 康 相 談

介 護 教 室

１ 歳 児 健 康 診 査

健 康 相 談

9：00〜10：00

13：30〜14：30

14：30〜15：30

9：30〜10：00

10：00〜11：00

13：30

9：00〜10：00

10：00〜11：00

13：00

9：00〜10：00

10：00〜11：30

9：30〜10：00

10：00〜11：00

9：30〜14：30

10：00〜11：00

13：30〜14：00

14：00〜15：00

13：30〜14：30

13：30〜14：30

掛 谷 集 会 所

久 国 集 会 所

今山ふれあい
交 流 館

勝 浦 病 院

棚 野 集 会 所

住民 健康手帳水７
健 康 相 談

介 護 教 室

13：30〜14：00

14：00〜15：00
横 瀬 集 会 所

農村環境改善
セ ン タ ー

生名センター

中 山 集 会 所

住 民 福 祉
セ ン タ ー

勝 浦 会 館

沼江コミュニ
ティセンター

農村環境改善
セ ン タ ー

星 谷 集 会 所 健康手帳28 水

徳
島
の
小
児
救
急
医
療
体
制

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
県
で
は
、
県
下
を
東
部
、
西
部
、
南

部
の
３
つ
の
地
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

に
小
児
救
急
医
療
体
制
を
整
備
し
て
い

ま
す
。

　
勝
浦
町
は
南
部
地
域
に
含
ま
れ
、
拠

点
病
院
と
し
て
徳
島
赤
十
字
病
院
に
お

い
て
、
三
百
六
十
五
日
・
二
十
四
時
間

体
制
で
小
児
科
専
門
医
が
対
応
し
て
い

ま
す
。

　
な
お
受
診
さ
れ
る
際
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
電
話
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

徳
島
赤
十
字
病
院

　
小
松
島
市
小
松
島
町
字
井
利
ノ
口

　
一
〇
三
番
地

　
☎︵
３
２
︶２
５
５
５

利
用
さ
れ
る
保
護
者
の
方
へ

 

○ 

緊
急
の
場
合
以
外
は
、
通
常
の
診
療

時
間
内
で
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

○ 

お
近
く
に
﹁
か
か
り
つ
け
医
﹂
を
お

持
ち
で
す
と
、
日
頃
か
ら
お
子
さ
ん

の
症
状
を
把
握
し
て
お
ら
れ
る
の
で

急
病
の
と
き
に
心
強
い
味
方
に
な
り

ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
持
つ
よ
う
に
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

 

○ 

救
急
医
療
は
、
臨
時
、
応
急
的
な
措

置
で
す
。
次
の
日
に
は
か
か
り
つ
け

医
で
受
診
す
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

み ん な の 健 康
2月2月2月の健康行事
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保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

　
勝
浦
町
で
は
、
在
宅
で
寝
た
き
り
の
人

等
お
よ
び
介
護
す
る
家
族
の
人
を
対
象
に
、

疾
病
の
予
防
、
早
期
発
見
を
目
的
と
し
た

健
診
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
受
診

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
勝
浦
町
福
祉
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
申
込
先
お
よ
び
受
付
期
間

　
勝
浦
町
福
祉
課
　
☎︵
４
２
︶１
５
０
２

　

２
月
９
日
㈮
ま
で

　
健
診
実
施
日
は
勝
浦
病
院
と
調
整
の
上

ご
連
絡
し
ま
す
。

②
対
象
者

　
在
宅
で
寝
た
き
り
の
人
お
よ
び
介
護
す

る
家
族
の
人
︵
た
だ
し
、
町
が
実
施
す
る

総
合
健
診
や
、
国
保
の
人
間
　
ド
ッ
ク
を

平
成
十
八
年
四
月
以
降
に
受
診
し
て
い
な

い
人
︶

③
実
施
方
法
　

　
勝
浦
病
院
の
医
師
お
よ
び
看
護
師
が
、

家
庭
を
訪
問
し
て
　
基
本
健
康
診
査
を
実

施
し
ま
す
。

④
健
診
内
容

　
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
血
液
検
査
、
心

電
図
な
ど

⑤
健
診
料　
無
　
料

　ブドウ糖はエネルギーの源となる栄養の一つです。血液中のブドウ糖が体で利

用されるためには、膵臓から分泌されるインスリンというホルモンが必要です。

インスリンはブドウ糖を、筋肉や脂肪細胞などに送り込む働きをしています。

　糖尿病は、このインスリンの働きが充分でなかったり、量が不足したりするこ

とで、ブドウ糖がうまくエネルギー化されず、血液中のブドウ糖が異常に多くな

る（血糖値が高くなる）状態をいいます。

　糖尿病は、血液中の糖分、ブドウ糖が一定量以上に多くなり、文字どおり尿の

中に糖が流れ出てしまう病気です。

　糖尿病はいくつかのタイプに分かれます。

幼児や若い人ではインスリンが体内でほとん

どつくれなくなために起こる、１型糖尿病

（インスリン依存型）が多く見られますが、

圧倒的に多いのは生活習慣と密接に関係して

いる２型糖尿病（インスリン非依存型）で、

中高年に多く見られるタイプです。

　糖尿病の発症には、加齢や遺伝・

体質などといった避けることのでき

ない要因が関係する場合もあります

が、２型糖尿病に多くみられる危険

因子としては、肥満、運動不足、食

生活の乱れ（栄養過多・不足、飲酒）

過労などがあげられます。

　現在、徳島県では糖尿病による死亡率・全国１位が13年続いています。また

勝浦町においても、予備軍を含め増加の一途をたどっています。

　そこで、町ではあらゆる機会に糖尿病に重点をおいて保健事業を実施します

ので、なお一層町民の皆様のご理解とご協力をお願いします。

糖尿病
シリーズ

糖尿病のタイプと発症の原因

タイプ 発症の原因

　糖尿病の発症は、不規則で健康的でないライフスタイルの

積み重ねによる部分が大きいので、心がけ次第でかなりの程

度まで、改善が可能な生活習慣病であると考えることもでき

ます。生活習慣の改善は予防や治療に役立つのです。

　血糖の高い状態が長く続くと、血管の壁にも大きく負担がかかり

ます。その結果、腎臓の障害（糖尿病腎症）や、目の障害（糖尿病

網膜症、白内障）、神経障害（下肢の壊疽）、動脈硬化症、心筋梗

塞、脳梗塞などの合併症が引き起こされる場合があります。

　糖尿病が怖いのは、こうした合併症によって命を落とす場合があ

るためです。

糖尿病は
予防できる

糖尿病の恐ろしさ
糖尿病による合併症

糖尿病はこうして起こる糖
尿
病
っ
て
ど
う
い
う
病
気
？

糖
尿
病
っ
て
ど
う
い
う
病
気
？

糖
尿
病
っ
て
ど
う
い
う
病
気
？

糖
尿
病
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て
ど
う
い
う
病
気
？

糖
尿
病
っ
て
ど
う
い
う
病
気
？

糖
尿
病
っ
て
ど
う
い
う
病
気
？
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介
護
家
族
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介
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に
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え  そ
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クリーン情報クリーン情報

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

石　原

沼　江

掛　谷

山　西

中　角

生　名

久　国

棚　野

〃

〃

立　川

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口 （ 小 屋 の 横 ）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

今　山

黒　岩

星　谷

中　山

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

横　瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂　本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小 倉 新 平 さ ん 宅 前 三 さ 路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

井 上 さ ん 宅 前

久 保 の 内 ご み フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 ご み フ ェ ン ス 横

旧JA坂本出張所上ごみフェンス横

設　置　場　所地　区収集日 設　置　場　所地　区収集日

２月 ガラスビン収集日程表 ２月 あき缶（アルミ缶・スチール缶）収集日程表

６日

（火）

13日

（火）

20日

（火）

27日

（火）

５日

（月）

石　原

沼　江

掛　谷

山　西

中　角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

Ｊ Ａ 生 比 奈 支 所 保 冷 庫 前
（ 果 樹 試 験 場 上 り 口 ）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

13日

（火）

今　山

黒　岩

星　谷

中　山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口 （ 小 屋 の 横 ）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

19日

（月）

生　名

〃

久　国

棚　野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

浜 正 幸 さ ん 宅 西

大 井 堰 碑 の 前

26日

（月）

横　瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂　本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小 倉 新 平 さ ん 宅 前 三 さ 路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

　
一

 

勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

　
　

 

リ
サ
イ
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ル
保
管
庫︵
中
角
︶

　
　

 

二
月
三
日
㈯　
午
前
九
時
ま
で

　
二

 
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫︵
横
瀬
︶

　
　

 
二
月
十
日
㈯　
午
前
九
時
ま
で

　
回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
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分
別
方
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二

 

新
聞
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チ
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入
っ
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い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

　
　
そ
れ
以
外
︵
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報
等
︶
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
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三

 

古
本
︵
雑
誌
︶

　
　
同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
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だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

　
　
て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
︵
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誌
︶
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

　
　
　
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
勝
浦
町
住
民
課
　
☎(

４
２)

１
５
０
１

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

古紙の回収にご協力を古紙の回収にご協力を 「勝浦を考える会」
ボランティアグループ

「勝浦を考える会」
ボランティアグループ

不用犬の引き取り日

2月 13日㈫･27日㈫

※登録している犬の場合は印鑑 
　と鑑札が必要です。

平成18年６月１日から飼

い猫・飼い犬の引取りが

有料化になっています。

お知らせ！お知らせ！
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図書館だより図書館だより図書館だより

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28

★  ２ 月  ★

○県立図書館協力巡回日　○休館日

★おはなし会

25日㈰  午後２時から  図書館幼児室

小さなお子様を対象にした紙芝居の読

み聞かせです。ぜひいらして下さい。

2月の行事2月の行事

★図書館が閉まっている時の返却本は玄関横の
　ブックポストに入れてください

図書かんの見学　　　　２年　うめ山にじほ

　12月7日かつうら町図書かんを見学しました。図書か

んははい色できれいなたてものでした。はじめに、かん

長さんのお話しを聞きました。本は、やく４万さつある

そうでビデオは千1600本あるそうです。CDは、やく

690本ぐらい、休みの日は月曜日と月のさいごの日とか

ん長さんが言っていました。

　つぎに本を読みました。おもしろい本とかこわい本と

かがありました。わたしはドラえもんの本を読んだとき

ののび太が犬になったときののび太の顔がすごくおもし

ろかったです。さいごにいじわるなぞなぞの本をぱらぱ

らと見たときおもしろそうでした。本のしゅるいがいっ

ぱいあることを知れてよかったと思います。コンピュー

ターで本の数をしらべることがわかってよかったです。

またいっぱいいろんなことを知りたいです。

図書かんの見学　　　　２年 　すず木ひろき

　12月７日かつうら町図書かんを見学しました。はじめ

に、かん長さんのお話を聞きました。かん長さんはやさ

しかったです。かん長さんに、本はなんさつあるか聞き

ました。本は４万さつビデオは1600本ＣＤは690枚でし

た。ぼくは工作がすきだから、工作の本を読みました。

ビデオは見ていません。工作の本は２さつかりました。

工作の本を見て「こんなん作りたいな」と思いました。

家で１回作ってみました。とちゅうサッカーの本を見つ

けました。かりようと思ったけどかりるのをやめました。

なおちゃんはサッカーの本をいっぱいかりていました。

さい後になにかいようかと思いました。でもやめました。

月曜日は休みだとわかりました。どうやって数えるのか

聞きました。本を入れるときに数えるのがわかりました

コンピューターでも数えるそうです。

生比奈小学校　２年生17名が来館

図 書 館 見 学図 書 館 見 学図 書 館 見 学

まいにち薔薇色　　　　　　　田 辺 聖 子

まとい大名　　　　　　　　　山 本 一 力

警察庁から来た男　　　　　　佐々木　譲

天国は待ってくれる　　　　　岡 田 恵 和

正しく時代に遅れるために　　有栖川有栖

遺品整理屋は見た　　　　　　吉 田 太 一

オウエンとムゼイ　     イザベラ・ハトコフ他

旬を食べる和食薬膳のすすめ　　武 　 鈴 子

2007年団塊定年！日本はこう変わる

　　　　　　　　　　　　　　原 田 　 泰

新着図書の一部紹介

ハリーポッターと炎のゴブレット

ザ・インターネット ２

ユナイテッド93

ファイヤーウォール

ブレイブストーリー

PROMISE

水霊

南極物語

ナルニア国物語

トムとジェリーの宝島

ディロン／運命の犬

ワンピース

新
着
ビ
デ
オ
の
紹
介
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ホームページアドレス　

               http://www. town. katsuura. lg. jp
E-mail アドレス　soumu＠town. katsuura. lg. jp
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ご結婚おめでとう

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28

2月　勝浦郡夜間救急当番表

○勝浦病院  ☎42-2555   ●上勝診療所  ☎44-5010
平日：午後６時〜翌朝午前９時  休日：午後７時〜翌朝午前９時

日　時

２月２日㈮

２月９日㈮

２月16日㈮

２月23日㈮

午後1時〜4時30分

場　所

勝浦町住民福祉

センター１階　

備　考

内容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付してお

りますので、お気軽

にお問い合わせくだ

さい。 ☎(42)4652

心配ごと相談

2月 交流講座ご案内

まちのうごき
平成18年12月16日〜平成19年１月15日（敬称略）

陶　芸

踊　り

歌　謡

生け花

大正琴

８⑤・15⑤

７④・14④・21④

１⑤・22⑤

５②・19②

１⑤・８⑤・16⑥

午後 7：30〜9：30

午後 7：30〜9：30

午後 7：30〜9：30

午後 7：30〜9：30

⑤ 午後 1：00〜3：00

⑥ 午後 7：00〜9：00

教室名 実　施　日 時　　　間

　近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を

開講いたします。〔場 所〕勝浦会館

ご利用ください！
出張年金相談所

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎問い合わせ先勝浦会館  ☎（42）3305

日　時　２月８日 ㈭  午後１時30分〜４時30分

場　所　勝浦町農村環境改善センター１階相談室

持参物　年金を受給していない方　年金手帳

　　　　年金を受給している方　　年金証書

休日年金相談

日　時　２月10日 ㈯  午前９時30分〜午後４時

場　所　徳島南社会保険事務所

持参物　年金手帳・年金証書等

時間延長年金相談

日　時　２月13日 ㈫  午前８時30分〜午後７時

場　所　徳島南社会保険事務所

持参物　年金手帳・年金証書等

時間延長年金相談

 ○  年金請求に関する相談　　　0570（05）1165
 ○  年金受給している方の相談　0570（07）1165

　受付時間　午前８時30分〜午後５時まで

　　　　　　　　　　　　　 ※土・日・祝日を除く

人　口（平成18年12月31日現在）

お誕生おめでとう

世帯数　2,154戸

　男性　3,074人

　女性　3,314人

　　計　　6,388人

出生　男　３人　　女　０人　　計　３人

死亡　男　４人　　女　５人　　計　９人

転入　男　５人　　女　４人　　計　９人

転出　男　３人　　女　５人　　計　８人

おくやみ申します

善意ありがとうございました
（12月16日～１月15日）

大字沼江字平間

徳島市

森 内 智 幸

片 岡 え み

大字坂本字坂本

大字坂本字坂本

佐野木伸二

瀧 本 　 瞳

大字星谷字大明神

小松島市

只 平 　 裕

庄  野   由貴子

大字沼江字山田 長男　大　翔野 田 　 聡
　 　 美 佐

大字沼江字田中 二女　羽　雪宮 本 　 昇
　　　江美子

大字沼江字山田

大字沼江字天川

大字星谷字大明神

大字坂本字栄田

大字棚野字竹国

大字三溪字樫渕

大字沼江字一楽

大字坂本字平野

梅 山 静 雄（86歳）

中 井 　 修（69歳）

伊 丹 縫 子（82歳）

池 谷 雅 好（71歳）

中尾サワコ（93歳）

北 内 　 子（89歳）

正瑞シゲエ（92歳）

山 口 咲 夫（80歳）

中 井 　 悟 さん（沼江）　山 本 一 恵 さん（星谷）

阿波勝浦ライオンズクラブ
古川住宅テレビアンテナ組合

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。
ありがとうございました。

は る と

は　　な


